
がまごおり 議会だより H23.11

■陳　情

■意見書

○�精神障碍者の医療費助成に関する要望書
　提出者　蒲郡市精神障碍者地域家族会
　　　　　会長　坂口　孝行　氏
　審査結果　聞きおく
○�定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負担
制度の拡充を求める陳情書

　提出者　蒲郡市教員組合
　　　　　執行委員長　加藤　英雄 氏はじめ
　　　　　354名
　審査結果　採択
○�常勤歯科衛生士の確保に関する陳情
　提出者　蒲郡市歯科医師会
　　　　　会長　鈴木　祥夫 氏
　審査結果　採択
○�国の私学助成の拡充に関する意見書の提出を求
める陳情書

　提出者　　酒井　園美 氏
　審査結果　採択
○�愛知県の私学助成の拡充に関する意見書の提出
を求める陳情書

　提出者　　酒井　園美 氏
　審査結果　採択
○�私立高校生の父母負担を軽減し、学費の公私格
差を是正するために市町村独自の授業料助成の
拡充を求める陳情書

　提出者　　酒井　園美 氏
　審査結果　聞きおく

①�定数改善計画の早期実施と義務教育費国庫負

担制度の拡充を求める意見書

　内閣総理大臣、内閣官房長官、文部科学大臣、

　財務大臣、総務大臣、内閣府特命担当大臣

②�国の私学助成の増額と拡充に関する意見書

　内閣総理大臣、財務大臣、文部科学大臣、

　総務大臣

③�愛知県の私学助成の増額と拡充に関する意見書

　愛知県知事

　（ ○内の数字は、意見書案番号。いずれも全

会一致で可決されました。）

答　

駆
け
込
み
需
要
の
影
響
で

22
年
９
月
分
は
本
数
・
税
額
と

も
に
前
年
を
大
幅
に
上
回
っ
た

が
、
税
率
改
定
に
よ
り
10
月
分

は
大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
11
月

分
以
降
本
数
・
税
額
と
も
に
徐

々
に
伸
び
て
き
て
い
る
が
、
税

率
の
改
定
幅
が
大
き
か
っ
た
た

め
、
本
数
自
体
は
非
常
に
減
少

し
て
い
る
。
22
年
度
全
体
と
し

て
は
予
算
額
６
億
５
０
０
０
万

円
を
若
干
下
回
っ
た
。

●�

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

特
別
会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
７
０
６
億

３
０
９
７
万
円
で
、
前
年
度
比

1.7
％
の
増
、
利
用
人
員
も
8.2
％

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
水
道
事
業
会
計

　

経
営
収
支
の
状
況
は
、
総
収

益
は
９
４
８
０
万
円
の
純
利
益

を
計
上
し
、
当
年
度
未
処
分
利

益
剰
余
金
は
２
億
３
２
６
３
万

円
で
す
。

●
病
院
事
業
会
計

　

経
営
収
支
の
状
況
は
、
４
億

９
３
３
４
万
円
の
純
損
失
を
計

上
し
、
当
年
度
未
処
理
欠
損
金

は
１
０
７
億
５
５
０
９
万
円
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

条
例
の
改
正

●�

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　（
第
45
号
議
案
）

　

現
在
の
厳
し
い
財
政
状
況
等

に
配
慮
し
、
地
方
税
法
が
一
部

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
市
民
税
の
寄
附
金
税
額
控

除
の
適
用
下
限
額
を
平
成
24
年

度
か
ら
引
き
下
げ
る
と
と
も
に

市
税
等
の
不
申
告
に
関
す
る
過

料
の
規
定
を
見
直
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
場
株
式
等
の
配
当

所
得
及
び
譲
渡
所
得
等
並
び
に

条
約
適
用
配
当
等
の
軽
減
税
率

適
用
を
２
年
間
延
長
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
非
課
税
口
座
内

上
場
株
式
等
の
譲
渡
に
係
る
市

民
税
の
所
得
計
算
の
特
例
は
平

成
27
年
度
か
ら
適
用
し
ま
す
。

●�

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　（
第
46
号
議
案
）

　

東
日
本
大
震
災
の
被
害
の
甚

大
さ
等
に
鑑
み
、
災
害
弔
慰
金

の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、

平
成
23
年
３
月
11
日
以
降
に
生

じ
た
災
害
に
よ
り
死
亡
し
た
、

住
民
の
遺
族
に
対
す
る
災
害
弔

慰
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
遺
族

の
範
囲
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

　

従
来
は
、
死
亡
者
の
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
で
し

た
が
、
こ
れ
ら
の
者
が
存
し
な

9

●�最近 3か年のモーターボート繰出金
年度

会計名 平成22年度 平成21年度 平成20年度

一 般 会 計 0 0 0

特別会計
区画整理事業 2億円 11億2千万円 9億円
下 水 道 事 業 6億6千万円 5億8千万円 4億円

企業会計
水 道 事 業 0 0 0
病 院 事 業 14億円 16億円 23億5千万円

合　　　　計 22億6千万円 33億円 36億5千万円


